
施設名 岡山県渋川青年の家 

施設所在地 岡山県玉野市渋川２−７−１ 

【指定管理者の概要】 

名 称 国際ライフパートナー株式会社 代表者 荒谷 明彦 

所在地 兵庫県神戸市中央区海岸通６ 

【指定管理の概要】 

指定期間 令和３年４月１日～令和８年３月31日 報告期間 令和５年４月１日～令和６年３月31日 

 
管理業務 
の内容 

・青年の家の施設等の維持管理に関すること。 
・青年の家の施設等の利用の許可に関すること。 
・青年の家の運営に関すること。 

【管理体制の状況】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 

 施設利用   合  計 

許 
可 
件 
数 

５年度 ３６２   ３６２ 

４年度 ３２３   ３２３ 

増 減 ３９   ３９ 

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

施設等の維持管理業務 ・維持運営業務 ・保守点検業務 ・清掃業務 ・警備業務 

施設等利用許可業務 
（４月～３月） 

施設利用（362件） 
〔主な内訳〕 海事研修 313件 一般研修 48件 その他 1件 

自主企画事業 
 

計８事業（うち１事業中止） 
シーカヤック体験、ホップステップジャンプ、親子ふれあいDAY ほか 

【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 

 施設等利用料   合  計 

収 入 額 4,281,460   4,281,460 

利用件数 362   362 

減 免 額 551,320   551,320 

減免理由 要保護又は準要保護、県内養護施設入所の児童生徒等 

（非常駐１名） 

清掃員 

所 長 

（常駐１名） 

副所長 
（兼総務課責任者） 

（常駐１名） 

統括専門職 

（常駐１名） 

日直代行員 

（非常駐４名） 

指導課責任者 

（常駐１名） 

海事研修補助員 

（非常駐２名） 

指導課 

総務課 

（常駐７名） 

（常駐２名） 

アドバイザー 

（非常駐１名） 



【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 
 
 
 

  
 

４年度      

 
 

備 考 
 

 
５年度 

 
対前年度増減額 

 収 入 額 Ａ 116,540,120 1,771,260 114,768,860 
【主な増減内容等】 
（収入） 
電気代高騰に係る指定
管理料追加措置分の減 

△974,000円 
施設利用料の増 

1,802,380円 
 
（支出） 
人件費の減 
     △2,860,576円 
光熱水費の増 

3,018,129円 
修繕費の増 
            691,416円 

内 
 
 
訳 

指定管理料 112,000,000 △474,000 112,474,000 

利用料金収入 4,281,460 2,383,100 1,898,360 

事業収入 258,660 △137,840 396,500 

その他 0 0 0 

 支 出 額 Ｂ 116,476,360 1,761,790 114,714,570 

内 
 
 
訳 

人件費 91,497,833 △2,860,576 94,358,409 

管理運営費 16,635,588 4,263,292 12,372,296 

事業費 8,342,939 359,074 7,983,865 

その他 0 0 0 

収 支 額 Ａ－Ｂ 63,760 9,470 54,290 

県への納入金 - - - 

実質的な県負担額 112,000,000 500,000 111,500,000 

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
管理の履行 

Ｂ 事業計画に沿って適切な管理が履行されていた。 

②法令等の遵守 
状況 

Ｂ 関連法令に基づく義務は適切に履行されていた。 

③安全性の確保 Ｂ 
危機管理マニュアルに基づき、安全性を確保した管理運営が履行されて
いた。 

④財産の適切な   
管理 

Ｂ 施設・設備の紛失等はなく、保守管理等の適切な管理が履行されていた。 

 
導
入 
効
果 

①利用状況 Ｃ 

利用件数、利用者数ともに前年度から増加したものの、令和元年度以前
と比較して低い水準となっていた。 
【利用件数】 R5:  362件 ← R4:   323件  （R1:   392件） 
【利用者数】 R5:37,519人 ← R4: 20,266人  （R1:41,125件） 

②収支状況 Ｂ 効率的な事務執行がなされていた。 

③サービス向上 Ｂ 

カッターの修繕を行うなどして、利用者により安全な環境を提供した。
また、夏場においては、暑さ指数（WBGT）の数値を記録し、海岸や砂浜
で研修を行う利用者へ指示するなどして、熱中症対策に積極的に取り組
んだ。 

 

管理運営業務全般 

 

Ｂ 

協定書、事業計画書、収支計画書に基づき、適切な管理運営業務の実施、  
サービス向上の取組がなされた。今後も安全確保を第一とした管理運営
が望まれる。また、利用件数及び利用者数増に向けた広報活動を、引き
続き積極的に行う必要がある。 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。        Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。 Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 
 


